
新松戸北中の21鬯７新松戸グループホームを訪問し、お年寄りと交流

サタデーコミュニティスクールで、

「学び」を楽しも う ！

【事業名：コミュニティスクールの研究】

国の提唱するコミュニティスクールの実践的、先端的研究として、実

施します。

・スクール長は、地域コミュニティから公募します。

・スクールは、スクール長が提案する内容と方針により、計画的・継続

的に運営されます。

・10月から毎週土曜日に行う予定です。

※広報まつどﾜ 月５日号に募集要項を掲載します。

「学び直し」をしませんか？

【事業名：基礎学力再履修夜間講座】

市民が生涯にわたって主体的に学べる環境の整備の一つとして、義務

教育程度の基礎的な内容を学び直したいと考えている市民のニーズに応

※「スタート！教育改革」は2面に続きます。

松戸市版教育改革がスタートしました。

今日、多くの教育課題が渦巻く中、文部科学省では教育改革国民会議が平成

12 年3月に発足し、その報告書「教育を変える17 の提案」および「レインボー ：

プラン」に基づく施策が実施されています。

市では、独自の教育改革を実施するために、「地方分権と自立」をキーワー

ドとし、教育長の諮問機関として平成13 年6月に「松戸市教育改革市民懇話会」

（知識経験を有する者、教育関係者、市民代表、計15 人の委員から構成、会長

・高倉翔明海大学長）を設置しました。

教育改革市民懇話会では、全体会、小委員会の審議、中間報告（平成14 年9

月17 日）、「市民の意見を聞く会」（平成14 年10 月20 日開催、12 の関係団体の １

意見を伺うことができました）など、合わせて、19 回の審議を終え、本年2月

21日に「最終報告」が提出されました。また、多くの人たちからパブリックコ

メントも寄せられました。

教育委員会では、「最終報告」の視点などを尊重しながら、松戸市版教育改

革事業計画（アクションプラン）を作成しています。　　　　　　　　　　　　ｊ

スタートの年である本年度の実施事業をご紹介します。また、来年度以降に

ついては、全体構想図（2面に掲載）を基に、具体的な事業を計画していきます。

圜教育委員会 生涯学習本部 企画管理室S366-7455　　　　　　　　　　　　:

松 市

【事業名：教育情報センターの設置】

ＩＴを活用し た情報教育の支援 、そ

の環境の整備のために 、教年|青報セン

ターの開設を予定しています。

将来は 、市立学校間で情報の共有 、

データのやりとりが可能になり 、社会

教育施設も含めた教育に関する情報ネ

ットワークづくりの拠点施設となりま

す。

「市民フォーラム」で、教育

について話し合いましょう

【事業名：豊かな心を育む市民フォーラムの開催】

子どもたちに豊かな心を育むために、家庭、学校、地域がそれぞれの

役割を確認し 、啓発的活動を行う場として 、今秋 、

市民劇場で 、市民フォーラムを予定しています。

例えば、「家庭の約束○力条」の提唱 、［教育の

日］の設置など、教育に係わるテーマについて話

し合いましょう。

多くの皆さんの参加をお待ちしています。

子育ては楽しいな

※教育委員会のホームページをリニューアルしました。

新しい情報が満載です。ぜひ、ご覧ください。

URL http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp厂kyouiku/

｢Let's　study　English」

「子どもたちに伝統芸能を伝えたい」

｢松戸のすべてを子どもたちに教えたい｣

｢コンピュータを子どもたちと一緒に勉強したい｣

｢いろんな国の人たちの言葉や文化を勉

強したい｣　　　　　　

スタート！
教育改革

植物の育て方

を 毎週教える

ぞ

戸 版

分～9眄(二部制)

会場…青少年会館クラブ室

費用…無料

圜青少年会館容342-9332

える講座を、5月23日から開設しています。

日時…月～金曜日①午後1時～4時30 分②午後ら時30

新しいネットワークを！



評価システムを構築し教育情報を

公開する

平成15 年2 月21 日

すること、教育評価に

関する研究とシステム
開発にあたることなど
についても、行政が緊

急に検討すべき課題と
して提言しました。

こうした本報告書の
提言は、全体を通じて、市民の自立はもとよ
り、地域や学校の教育に関する裁量の範囲を

広げることに資するものであり、規制改革の
地方実行版としても、大きな意義を持つもの

と考えております。既存の教育体系の見直し

を求めるとともに、新しい風を送るために、
本報告は、教育委員会をはじめとした行政当
局に対レ 提言した事項の速やかな検討と実

行を求めるものであります。

松戸市版教育改革

自立した市民社会を目指して

松戸市教育改革市民懇話会「最終報告」 ４つの視点

児童生徒に基礎基本を定着させる

学校教育を行う
学校を拠点とした地域コミュニテ
ィづくりを推進する

匡Ｔｊ]【４Ｒｓ】…生きる力の根底にある生活力として必要な読み

(｢eading｣書き(writing)計算(arithmetic)に、社会生活に置いて必

要な姿勢と責任(｢esponsibility｣を加えた４つのものを懇話会独自で

表現した概念であり､その定着に力を注ぐべきという提言があった。

[jを]【コミュニティスクール】…地域独自のニーズに基づいて地域

コミュニティが運営する公立学校のことでありミエ盈置主体は市

町村、②:=市町村が校長を募集し、有志の提案を市町村が審査して

学校を設置、j〕校長がマネージメントチームを任命し、教員採用

権を持って行う学校経営、j=定期的な学校経営とその成果のチェ

ック( 場合により認可取り消し) という要件が一般的に示されて

いる。

松戸市教育改革市民懇話会の実施にあたり、多くのご協

力・ご意見をありがとうございました。

「最終報告」は松戸市教育委員会ホームページに全文を

掲載してい ます。なお、行政資料センターおよび図書館本

館、分館で閲覧できます。

ご質問等は市教育委員会企画管理室教育改革担当 までお

願いします。

c366 ―7455lM368-65O60kyouiku@intership.ne.jp

多様な支援を可能にする教育シス

テムを構築する

松戸市教育改革市民懇話会会長談話( 抜粋)

本報告においては、『今求められるのは何よ

りも実行である』と認識レ 『変化に対応する

ことに留まることなく、自ら変化を創り出す』

ことが必要であるとの考え方に立ち、実行可

能な最大限の改善策と改革に向 けた様々な提

言を行っております。

学校には児童生徒に基礎基本とり わけ4  R s

を確実に身に付けさせるための努力を求め、

そのために配慮すべき視点 と新しい制度とに

ついて提言しました。地域や家庭の教育力の

向上を基本的視座に置き、地域コミュニティ

づくりを一層進めること、またそのためにボ

ランティアの観点に立った『学校への地域参

加』と『学校の地域参加』とを進めることな

どの提言を行いました。さらにはコミュニテ

ィ等が参画できる新しい教育システムを構築

新しい地域コミュニテイづくり明 日 の た め の 学 校 づ く り

全体構想図

生涯にわたって（マ）学び（ツ）続ける（ド）土台を築く松戸の教育

教 育 改 革 ４ つ の プ ラ ン

子どもいきいきアシストプラン

小中学校の基礎基本の習得および

特色ある学校づくりに対する取り

組みについての支援を行う。

ニューウェーブプラン

確かな学力の形成および地域の教

育力の向上のために、新しい教育

システムづくりを行う。

ハートフルプラン

子どもたちに「豊かな心」を育み、

家庭と地域の教育力を向上させる

ための啓発活動を行う。

リエゾンプ ラン

生涯学習の活性化と拡充のために、

学校・家庭・地域コミュニティの連

携(リエゾン)システムを構築する。

「最終報告」の要点

Ｏ地域コミュニティの核となる学

校の開放

Ｏ学習環境・システムの確立

Ｏ市内にある大学等との連携

「最終報告」の要点

○家庭と地域の教育力の充実

「最終報告」の要点

○地域コミュニティづくりを推進

する制度設計

○学校種間(幼小中高)の連携

○セーフティネットの構築

「最終報告の」要点○確かな学力の定着

○基礎的基本的内容の徹底

4 R s (注1）の定着

○きめ細かな指導の充実

○特色ある教育の推進

事業

・特色ある学校づくりおよび４Ｒ

Ｓの習得を実現する総合対策

・松戸市版学習指導資料の研究

他

事業（緑色のものは本年度事業）

・コミュニティスクール（注2）の

研究

（サタデーコミュニティスター

ルなどの設置）

・保幼小一貫教育の研究

・不登校等児童生徒総合対策

他

事業（緑色のものは本年度事業）

・「皀かな心を育む市民フォーラ

ム」の開催

・家庭教育学級の再構築

他

事宴(緑色のものは本年度事業)

・ボランティアステーション設置

・新しい文化の創造

(松戸アカデミア構想等)

・生涯学習講座の拡充

(=基礎学力再履修夜間講座等)

・大学との連携

・ｆどもオフィスの推進

他

教育改革を支える３つの基盤

学区制緩和の検討
評価・教育資源の整備

ＩＴ環境の充実推進

高倉 翔・明海大学長



ご
存
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か

人
権
擁
護
委
員
制
度

考え 、人権尊重の意識を高めることが

強く求められています。

法務省と全国人権擁護委員連合会で

は 、啓発重点目標を「育てよう一人一

人の人権意識～身近なことから人権を

考えてみませんか～」と定め 、積極的

な啓発活動を行っています。

人権擁護委員は、皆さんからのご相

談をお受けしています。相談は無料で、

秘密は固＜守られます。下表の委員ま

で、お気軽にご相談＜ださい。

相談場所・日時匸ついては広報まつ

どの相談一覧（毎月2石日号8面に掲載）

をご覧＜ださい。

澀市民相談課S366-7319

6月1 日は人権擁護委員法が施行され

た日です。

人権擁護委員制度は 、国民の基本的

人権を擁護し見守るため、昭和23 年に

政令に基づいて設けられた制度です。

最近 、わが国社会の人権状況を見て

みますと、同和問題をけじめ、女性、子

ども 、高齢者 、障害者、アイヌの人々 、

外国人 、ＨＩＶ感染者等の問題などさ

まざまな人権問題がみられます。

こうした中、平成ﾜ年から｢ 人権教育

のための国連10 年｣ が開催され、平成

9年｢ｱ月には 、その国内行動計画が策定

されました。普段から家庭、学校 、職

場、地域社会などぎまぎよな場面で、人

権とは何かということを一人ひとＵが

川井敏久

市長室・発

緑薫 る時季

氏　名 住　所 電話番号

長谷川 智 馬橋1858 3∠囗-5231

上 野 弘 一 郎 胡 録 台3 口 の4 363-4625

若林桂子 ごﾝ 本1688 345-3840

大鵈 弘子 松戸旧32 365-8880

本 多 八重 子 下 矢 切350 の9 362- ∠L4∠14

(敬称 輅)

氏　名 住　所 電話番号

和田 康男 松戸新田18 の4 362-ﾜ853

高 橋 む つ き 上本郷2334 の6 36 ワー140 ∠L

鈴木 一夫 ニツ木1伺 の2 3印-0192

瀧田 泰子 上本郷3ﾜ30 362-2683

山田 英夫 小山2篩 362-8886

南雲 祥子 上本郷3212 362-5037

新

緑

の
美

し

い

時

季

と

な

り

ま

し

た

。

市

の

催

し

物

も

４

月

1
9日

の

「
レ

ン

グ

祭

り

」

に

始

ま

り

、
2
9
日

の

「

緑

と

花

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

と

５
月

３

日

の

「

こ

ど

も

祭

り

」

は

、

緑

あ

ふ

れ

る
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

で

市民大学講座｢ 人権をどれだけ世界に広げられるか｣(全3回)

期日 時間 会場 内　容 講師

6/10 ㈹
午前

ｍ

時
～

正
午

市民

会
館

国 際 社 会 と 市 民 を つ な ぐ 活 動

～ 日 本 初 の 国 連NGO 協 議 資 格 を 取 得 し て 上 村 英 明 氏

( 市 民 外 交 セ

ン タ ー 代 表 、

恵 泉 女 学 園 大

学 助 教 授)

6/17 ㈲
先住民族への国際支援活動

～多民族共生社会へ向けて

6/24( 火)
南太平洋，平和の奨学金

～コーヒー1杯分のヒースタックス

定

員
：

先

着
三

十
人

費
用

…
無
料

匣

電

話

で

公

民

館

容
3
6
8
・

1
2
1
4

へ

開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
白
然
の
恵
み
を
満
喫
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
み
ど
り
の
事
業
と
し

て
、
今
回
第
二
回
と
な
る
、
松

戸
市
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
の

姉
妹
都
市
提
携
と
友
好
の
促
進

グリーン・ツリー・デーの催しでブラシの木を植樹

お
よ

び
両
市

の
緑

化
推

進

を
図

る
た

め

の
「

グ
リ

ー

ン

ー
ツ
リ
ー
・
デ
ー
（
樹
の

日
）
」
の
催
し

が
５
月
1
2日

に
開

か
れ
ま
し
た

。

横
須

賀
小

学

校
と

ホ
ワ

イ
ト

ホ

ー
ス
市

の
レ

ン
ジ

ビ
ュ

ー
小

学
校

を
同

時
会

場

と

し

て

、
記

念

植

樹

、

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
に

よ
る

両
市

の
情

報
交

換
、

私
と

ジ

ェ
シ

ー

・
マ
ッ
カ

ラ
ム

ー
ホ
ワ
イ

ト

ホ
ー
ス
市

長

建
築
物
等
の
解
体
現
場
の

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

建

設

リ

サ

イ

ク

ル

法

（
平

成
1
4
年

５

月
3
0
囗

施

行

）

の
完

全

実

施

か
ら

一
年

を

迎

え

る
こ

と

か

ら

、

適

正

に

分

別

解

住

寺
が
行

わ
れ

て

い
る

か

、

確

認

を

す

る

た

め

、

市

内

で

一

斉

パ
ト

ロ

ー

ル

を

実

施

し

ま

す

。

日

時

…

５

月
2
6
日

非

～
3
0
日

座

※

一

定

規

模

以

上

の
工

事

（
下

表

）

を

実

施

す

る
場

合

、

発

注

者

に

よ

る
事

前

届

出

や
元

請

業

者

か

ら

発

注

者

へ

の

事

後

報
告

、

現

場

で

の
標

識

の

掲

示

等

が

義
務

付

け

ら

れ
て

い
ま

す

。

固

建

築

指

導

課

登
3
6
6・
7
3
6
8

工事の種類 規模の基準

建築物解体 総床面積80｢Tず以上

建築物新築 総床面積500 ぱ以上

建 築 物 修 繕 ・模 様 替

(リ フ ォ ー ム 等)
請負金額1億円以上

そ の 他 の 工 作 物 に 関 す

る 工 事 （土 木 工 事 等 ）
請 負 金 額500 万 円 以 上

家
庭
教
育
学
級
合
同
開
級
式
記
念
講
演
会

６

月

３

日

吠

午
前
1
0
時
～
正

午
　

会

場

市
民

会

館
　

演

題

子

ど

も

の

た

め

に
と

言

う

前

に
　

講

師

ジ

ャ

ー
ナ

リ

ス

ト

・
青

木

悦
氏
　

費

用

無

料

※

ど
な

た

で

も

参

加

で

き
ま

す

。

固
公

民
館

昔
3
6
8
・
1
2
1
4

と
の
国

際
電

話
で

の
会
談

な
ど

を
通
し

て
、
両

市

の
友
好

と
緑

化
推
進
を

確
認
で

き
ま
し
た

。

そ
し

て

、
緑
薫

る
５
月
1
8日

に
は

、
木
更

津
市

「
か

ず
さ

ア

カ
デ
ミ
ア

パ
ー
ク
」
を
会

場
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
を

お
迎
え
し
、

「
第

五
十
四

回
全
国
植
樹

祭
」
が

開
催

さ
れ
ま
し

た
。

開
催

テ

ー
マ
は
、「
広
げ
よ
う

緑

の
大
地
　

豊

か
な
心
」
。

私

も
植

樹
祭
実

行
委

員
会

副

会
長

と
し

て
式
典

に
列

席
し

ま

し

た
。

当

日
は

、
記

念
植
樹

、
大
会

宣

言
な

ど
緑
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト

が
行

わ
れ
、
松

戸
市

か
ら

も

緑
化

に
功

労

の
あ

っ
た

二
十

名

が
出

席

さ
れ
、
内

一
名

の
方

が

緑
化

功
労

者

の
表

彰
を

受
け

ま

し

た
。
な

お
、
今

回
の
植

樹
祭

に
併

せ

、
県

が
実
施

し

た
「
ち

ば

・

ふ
れ
あ
い
の
み
ど
り

Ｉ
〇
〇
選
」

に
、
「
2
1世
紀

の
森
と
広
場

」
と

「
江
戸
川

沿

い
の
斜
面
林
（
市
川

市

境
～

千

葉

大

）
」

の
二

地

区

が
指
定

さ

れ
る
と

い
う
、

喜

ば

し

い
出

来
事
も

あ
り

ま
し
た

。

い
ず
れ

も
、
松
戸

市
民

の
日

常
生

活
に

潤

い
と

安
ら

ぎ
を
与

え
て

く
れ

る
貴
重

な
環

境
資
源

で
す

。

都

市
部

の
緑

の
保
全

に
は

さ

ま
ざ
ま
な
困
難

が
あ
り
ま
す

が
、

こ

れ
を
機

に
ま
す

ま
す

緑
を
育

み
、
「
緑

花
清

流
の
松
戸
」
に
向

け
て

、
み

ど
り

の
財
産

を
未

来

へ

継
承
し

て
参
り

た

い
と
思

い

ま
す

。

新
録
にま
っ
し
ぐ
ら
な
り

杜
の
み
ち

久
圀

市民の皆さんの声を直接お聞きするため、

市長専用のファクスと、市長室直通のメール

ボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的なご

意見をお寄せください（でされば、連絡先電

話番号をお書き添えください）。

ファクス366-2301

メールアドレス

mayor.nnatsudo@intership.ne.jp

あ
な
た
の
健
康

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ

心
身
医
学
と
は

そ
の
十
六

こ

れ
ま
で
の
シ
リ

ー
ズ
の
中
で

述

べ
て
き
た
心
身
医
学
の

あ
れ
こ
れ
は
、

ひ
と

ま
ず
お
休
み

し
て
、
心
療

内
科

の
こ

と
を
知

り
た
い
と

い
う

初
め
て

の
人

た
ち
の

た
め
に
、
心
身

医
学
シ

リ

ー
ズ
を
再

ス
タ
ー
ト
し
て

み
た

い

と
思

い
ま
す
。

心
身
医

学

（
Ｐ
Ｓ

Ｍ
）
は
、

か
つ

て
精
神
身

体
医
学
と

称
さ
れ
て

い
ま

し

た

が
、
患
者
を
身

体
面

と
と

も
に

心
理
面

・
社

会
面

・
生
活
環
境
面

を

も
含

め
て
、
総
合
的

・
統
合
的

に
み

て

い
こ
う

と
す

る
医
学
を

い
い
ま
す
。

「
心
身
医

学
的
」

と

い
う
言

葉
を

最
初
に

用

い
た

の
は

ド
イ

ツ
の
精
神

科
医

パ
イ

ン
ロ

ー
ト

（
一
八

一
八

）

で
、
睡

眠
障
害

に
つ

い
て

の
論
文

の

中
で

あ
る
と
言

わ
れ
て

い
ま
す

。

近
年

に
お
け

る
身
体
医

学
中
心

の

流

れ
の
中
で
、

現
在

の
心

身
医
学

が

誕
生
し

、
学
問

的
な
基
盤

が
で
き
て

き

た
の
は
二
十

世
紀
に
入

る
頃

か

ら

で

、
と
く
に

フ
ロ
イ
ト
、
ダ
ン

パ
ー
、

ア

レ
キ
サ
ン

ダ
ー
、

キ
ャ
ノ
ン
、

パ

ブ
ロ
フ
、
セ
リ

エ
と

い
っ
た
先
駆
者

た

ち
に
よ

る
心

身
相

関
に

つ
い
て

の

研

究
成
果

や
学
問
的

な
啓

蒙
活
動

に

よ

る
と
こ

ろ
が
大
き

い
で

す
。

心
身
医

学
の
歴
史

と
発
展
を

み
る

と

、
三

つ
の
時
期
に
分

け
ら
れ
、

一

期

は
、
神

経
症
に

つ
い
て
の
心

身
相

関

の
研

究
と
診
療

が
な
さ
れ
た
時
代
。

二

期
は
、

心
身
症

が
研

究

や
診
療

の

対

象
に
な

っ
た
時
代

。

し
か
し

、
心
身
医

学
が
本
来
目

指

す

理
念

か
ら
、
心
身

医
学

の
対

象
は

神
経
症

や
心
身
症

と

い
っ
た
狭

い
領

域
に
限
定

さ
れ

る
べ
き
で
な

い
と

い

305

う
見

解
の
も
と
に

、
現
在

は
三
期

と

も

い
え

ま
す
。

臨
床
各
科
の
疾
患
一
般
に
つ

い
て
、

心
身

両
面
か

ら
総
合
的

・
統
合
的

に

病
状

を
と
ら
え

、
令
人
的

な
医
療

を

行
う
方
向
に
発
展
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
現

代
の
心

身
医
学

が
誕

生
し

、
発
展

を
遂

げ
た
の
に

は
い
く

つ
か
の
要
因

が
考
え

ら

れ
ま
す
。

第
一
に
、

精
神
分
析

な

い
し

精
神

力
動
理
論
、

学
習
理
論

、
行
動
心

理

学
な
ど
に

よ
っ
て
、

複
雑
で
微
妙

な

人

間
の
心

や
行
動

に
対
す

る
理

解
へ

の
手

が
か
り

が
得
ら

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と

。

第
一
一
に

、
精
神
心
理

学

や
脳
の
科

学
の
進

歩
な
ど
に

よ
り

、
人

間
の
心

の
座
で

あ
る
脳

の
働

き

や
、

心
身
相

関

の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ

い
て

、
科
学

的

・
実

証
的
な
裏
付

け

が
得

ら
れ

る

よ
う
に

な
っ
た
こ
と

。

第
三

に
、
心
身
両

面

か
ら
総
合
的

に
病
状

を
理
解
し

、
病
気

よ
り
も
病

人
を
中

心
と
し

た
全
人
的

な
診
療

の

在
り
方

を
目

指
す

よ
う
に

な
っ
た
こ

第
四

に
、
時
代

の
変
化

と
と
も
に

、

疾

病
構
造
も
大

き
く
変

貌
し
、
伝
染

病

や
感
染
症

よ
り

も
生
活

習
慣
病

・

老
年

病

・
慢

性
疾
患

が
増
加
し
、

ま

た

心
理
社
会
的

ス
ト
レ

ス
に
よ

る
心

身

の
障
害

が
増
加
し

つ
つ
あ

る
こ

と

が
挙
げ
ら

れ
ま

す
。

現
代

の
心

身
医
学

は
、
身
体
面

・

心

理
面

・
社
会

面
に

お
け

る
相

互
作

用

に

つ
い
て
の
、
科

学
的
な
研

究
成

果
を
確
立
す

る
こ
と
を

志
向
す

る
も

の
と

い
え
ま

す
。（
松

戸

市

医

師

会

）
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高
齢
化
と
老
人
医
療
費
の
推
移

昭

和
5
8年
１

月

か
ら
始
ま
っ
た

老
人

保
健
制

度
に
よ

る
老
人

医
療
費
は

、
受

給
者
の
増
加

と
と
も
に
伸
び
て
い
ま
す
。

平

成
元
年

度
と
平

成
1
3年
度
を
比
較

す

る
と
、
受

給
者
数

で
は
約
二

倍
、
老

人
医
療

費
の
総
額
で

は
約
二

・
八
倍
、

年
間

一
人

当
り

の
医
療

費
で
は
約

∇

四
倍
に

な
っ
て

い
ま
す

（
表
お
よ

び
グ

６５歳以上の人の介護保険料納入通知書は

６月中旬に発送します

ラ

フ
参
照

）
。

高

齢
化

が
進
む
中

、
老

人
医
療

費
は

年

々
増
加

を
続
け
、
こ

の
ま
ま

の
状

態

で
推
移
す

る
と
、
老
人

保
健
制
度

を
運

営
し

て
い
く
こ
と

が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
り

ま
す

。

高

齢
者
の
医
療
費

が
増
え

る
要
因

と

し
て

は
、
生
活
習
慣

病
な
ど

の
慢

性
の

病
気
が
多
く
ま
た
受
診
率
も
高
い
こ
と
、

入
院
期
間

が
長
期
に

わ
た
り

や
す

い
こ

と
な

ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

口

ご
ろ
か
ら
健
康

管
理
に
気
を

つ
け

て
、

適
切
な
受
診
を

心
が
け

る
よ
う

に

し
ま
し

ょ
う
。

圓
保
険
課
老
人

保
健
担
当

室

昔
3
6
6
・
７

老

人

保

健

制

度

は

昨

年
1
0
月
に

改

正

さ

れ

、
対

象

年

齢

は
七

十

歳

以

上

か

ら

七

十

五

歳
以

上

に
段

階
的

に

引

き

上

げ

ら

れ

ま

す

（
一
定

の
障

害

の

あ

る

人

は

六

十

五

歳
以

上

）
。

○今回の通知は、普通徴収で納めていただく人の介護保険料のご案内です。

○納付は、金融機関、市役所、支所の窓口で納付期限までにお願いします。

○うB の大で10 月から特別徴収に変更となる大がいます。その大には、今

回の通知で9月分までの介護保険料のご案内となＵます。

※10 月から特別徴収に変更となる大とは、糒年度に松戸市仁転入した大、

昨年65 歳になった大で老齢基礎年金等を受給されている大などです。

○現在、特別徴収（年金天引き）の大は、10月が年度の切り替え時期とな

りますので、9月に特別徴収開始通知書のご案内をします。

介護保険料（普通徴収）の口座振替について

○口座振替ができます。希望される大は、口座振替依頼書を金融機関に捏

介護保険料助成制度

内容…納めていただいた保険料

の2分の抖目当額を助成

対象…保険料の所得段階が第一

および第二段階の人で、属する

世帯の収入額が生活保護基準の

1,2ｲ吝以内の人

期間…助成制度の申請をした月

から助成

出していただくと翌々月から開始

となります。

このため、手続さしか月と翌月分

は、窓口でお支払いいただくこと

になります。

○特別徴収が開始された場合は、口

座振替が中止されますので、二重

払いとはなりません。

圜介護支援課c366 ―ﾜ3ﾜ0

老人医療費の推移

松戸地域職業訓練センター講座

「
Ｉ
Ｔ
学
習
コ

ー
ナ

ー
」

の
開
設

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

や
電

子

メ

ー
ル

な

ど

、

Ｉ

Ｔ

（
情

報

通

信

技

術

）

の

基

礎

を

学

ん

で

い
た

だ

く

た

め

に

、

昨

年

度

に
引

き

続

き

「

Ｉ

Ｔ

学

習

コ

ー

ナ

ー

」

を

開

設

し

ま

す

の
で

、

ご

利

用

く

だ

さ

い
。

６

月

１１‥１１
日

水
～

平

成
1
6
年

３

月
2
7

日

出

の

毎

週

水

～

土

曜

日

（
祝

日

の

場

合

も

開
設

、

年

末

年

始

は

休

み

）

対

象

市
内

在

住

・

在

勤

・
在

学

の

人

で

、

パ

ソ

コ

ン

の

初
心

者

お

よ

び
未

経

験

者

内

霽

①
イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

の
指

導

に

よ

る
講

習

②
阡

講座名 日　時 定　員 費　用

初めてのWindows
6/12  W ・13 廊 ・19 ㈲ ・20 銜

午 後
10人

12,000円

(10,000 円)

Word を使 っ た文 書 作 成 講

座

6/20月)・3㈹・4困・5困

午前
10人

ス000 円

(10,000 円)

Excel を 使 っ た表 計 算 講 座

｜

6/2(月)・3 ㈹・4圉・5困

午後
10人

12,000円

(10,000 円)

Access を使 っ た基 礎 講 座
6/14C 土)・21( 土)

土 曜
9人

12,000円

(10,000 円)

パ ソ コ ン を 使 っ て み よ う

(60 歳以 上 対 象)

6/12 ㈹・13 ㈲

午前9時30 分～正午
6人 ﾜ,000円

女 性 向 け パ ソ コ ン 講 座

(Word 実 践 講 座)

6/19 休)・20 銜 ・23 ㈲ ・24 ㈹

午 前
10人 12,000円

※午前コース＝午前9時30分～午後O時30分、午後コース＝午後1時30分～4

時30 分、土曜コース＝午前9時30 分～午後4時30分

匣5月26 囗㈲午前9時から直接、受講料を添えて松戸地域職業訓練センター
（松戸市小金原1 の19 の3, S349-3200) へ

※受付開始時に定員を超えた場合は、抽選となります。

※（　　）内は職業訓練センター会員事業員または団

体会員のメンバーの料金です。

主

学
習

（
質

問
等
に
対
し

て
イ

ン
ス

ト

ラ

ク

タ

ー

が

ア

ド

バ

イ

ス
し

ま

す

）
　

定
員

講
習

＝
各
先

着

十
人

、

自
主

学
習

＝
各
回
先
着
五
人

※
土
曜
日
の
自
主

学
習
は
一
日
二

回

実

施
し

ま
す

。

圃
電
話

で
、
希
望

の
講

習
内
容
と
口

時
を
指

定
し
て
、
Ｉ
Ｔ

推
進
課

昔
3
6
6
・

7
4
0
1

へ

曜日 会場 内容 時間 費用

水

文化

ホ
ー

ル

講 習 （ パ ソ コ ン

の 基 本 操 作 ）

午 後1 時30 分

～5 時 無

料

本
講 習 （ イン タ ー

ネ ッ ト の 利 用 ）

金
講 習 （電 子 メ ー

ル の 送 受 信 ）

上 自主学習

午 後1 ～3 時

午 後3 ～5 時

松
戸
商
工
会
議
所
パ
ソ
コ
ン
教
室

講座名 日　時 費　用

超 初 心 者 コ ー ス （ パ ソ コ ン を

初 め て 触 れ る 人 に 電 源 の 入 れ

方 か ら 教 え る ）

6/10 ㈹ ま た は6/12 困

午 後1 時30 分 ～3 時30

分

3,000 円（2,000 円）
テキスト代を含む

初 心 者 コ ー ス

(Windows2000 の 基 本 操 作 か

ら簡 単 な イ ン タ ー ネ ッ ト 体 験)

6/17  W ま た は6/19 困

午 後1 時30 分 ～4 時30

分

5,000 円(4,000 円）
テキスト代を含む

文 書 作 成 コ ー ス （Word2000

の 基 本 操 作 ・ 表 の 作 成 ・文 書

の 編 集 方 法 や 描 画 機 能 等 ）

6/24 團

午 前10 時 ～ 午 後5 時

14,000 円(11,000

円 ） テ 牛 ス ト 代 を 含

む

会場松戸商工会議所　 定員各先着10 人

圃費用を才寺参して直t妾､4公戸商工会 新 （ﾎ公戸市松戸2（迂 ）､登ﾐﾖ留卜3111) へ

※ （　　 ）内は商工会議所のメンバーの料金です。

市

民

会

館

ホ

ー

ル

使

用

休

止

の

お

知

ら

せ

市

民

会

館

ホ

ー
ル

は
舞

台

改

修

工

事

の
た

め

次

の

期

間

使

用

で

き

ま

せ

ん
。

期

間

半
成
1
6
年

１

月

４

日

㈲
～

３
月

４

日

水

※
ホ

ー

ル

使

用

受

付

業

務

、

会

議

室

等

の
使

用

お

よ

び
受

付

業

務

は

通

常

ど

お

り

行

い
ま

す

。

固
市

民

会

館

登
3
6
8・
1
2
3
7

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

簡

易

防

除

器

の

無

償

貸

し

出

し

期

間

６

月

２

日

涯

～

９

月

５

日

噺

※
薬

剤

は

各

自

で

ご
用

意

く

だ

さ

い
。

圃

直

接

、
農

政

課

（

登
3
6
6・
7
3
2
8

）

ま

た

は
各

支

所

へ

松

戸

市

社

会

福

祉

協

議

会

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

休

館

の

お

知

ら

せ

６

月

７

日

出

は

「

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

集

い
」

開

催

の

た

め

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

セ

ン

タ
ー

は
休

館
に

な

り

ま
す

。

※
天

候

等

に

よ

り

延

期

の

場

合
は

、

６

月
1
4
日

出

に

開

催

し

ま

す

の

で

、

そ

の
日

か

休

館

に

な

り

ま

す

。

固

社

会

福

祉

協

議

会

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
2・
5
9
6
3

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

７

月

４

日

働

午
前

＝

給

油

取

扱

所

千

後
＝

そ

の

他

会

場

野

田

市

文

化

会

館

対

象

①

危
険

物

取

扱

所

に
従

事

し

て

い

る
人

で
免

状

交

付

の
日

ま

た

は

講

習

を

受

け

た

囗

か

ら

三

年

を

経
過

し

よ

う

と

す

る
人

②

免

状

所

持

者

で
希

望

す

る
人

費

用

四

千

七
百

円

（
県

収

入

証

紙

で

）

ｍ

６

月

２

日

丱
～

６

囗

圏

の
間

に

、

受

帚

丿
明
書
（
消

防

局
・
茖
消

防

署

で
配

布
）

・
免

状

・

県

収

入

証

紙

（
市

役

所

内

銀

行

等

で
販

売

）

を

持

っ

て

直

接

、

消

防

局

内

松

戸

市

危

険

物

安

全

協

会

へ

固

消

防

局

予

防
課

登
3
6
3・
1
1
1
4

「

危

険

物

無

事

故

の

主

役

は
　

あ

な

た

で

す

」

６

月
８

日

面
～
1
4
日

出
は

、
危
険

物

安

全

週

間

で

す

。

讖
消

防
局

予

防
課

昔
3
6
3・
1
1
1
4

戦

没

者

等

の

妻

お

よ

び

父

母

等

の

皆

さ

ん

へ

特

別

給

付

金

が

継

続

さ

れ

ま

す

特

別

給

付

金

の

最

終

償

還

を

終

え

た

戦

没

者

等

の
妻

お

よ

び
父

母

等

に

改

め

て

特

別

給

付

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

第

十

七

回

特

別

給

付

金

「

い
」

号

国

債

を

受

け

ら

れ

た

戦

没

者

等

の

妻

に

額

面

二

百

万

円

の

特

別

給

付

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

第

十

九

回

特

別

給

付

金

「

い
」

号

国

債

を

受

け

た

戦

没

者

の
父

母

等

に

額

面

百

万

円

の

特

別

給

付

金

が
支

給

さ

れ
ま

す

。請

求

期

限

は

、

平

成
1
8
年

３

月
3
1
日

ま

で

で

す

。

固

備
祉
事

務

所

援

護

担

当

室

登
3
6
6・
３

教

育

委

員

会

会

議

６

月

６

日

原

午

後

２

時

会

場

京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

ビ

ル

五

階

会

議

室

※
傍

聴

で

き

ま

す

。

議

案

等

は

お

問

い

合

わ
せ

を

圖

教

育

委

員

会

企

画

管

理

室

登
3
6
6・
７

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

６

月

２

日

面

は

軽

自

動

車

税
（
全

期

）

の
納

期

限

で

す

。

納

め

忘

れ

の

な

い
よ

う

に

お
願

い

し

ま

す

。

口

座

振

替

の

人

は

、

残

高

の

確

認

を

お

願

い
し

ま

す

。

圜

収

納

課

容
3
6
6
・
7
3
2
5

松

戸

市

営

住

宅

空

家

入

居

者

募

集

申

込

書
配

布

期
間

６

月

５

日

米

～
1
9

日

困

配

布

場

所

市

役

所

住

宅

課

・
各

支

所
］
　受

付

期

間

６

月
1
6
日

非

～
2
0
日

庠

受

付

場
所

市
役

所

本

館

二

階

第

一

・
第

二

会

議

室

（
土

・
日

曜

日

を

除

ぐ

）

※
入

居
資

格

な

ど

詳

細

は
。

広

報

ま

つ

ど
６
月
５
日
号

で
お

知
ら
せ
し

ま
す

。

圈

住

宅
課
住

宅

政
策
係

容
3
6
6
7
3
6
6

市

立

病

院

心

療

精

神

科

外

来

休

診

の

お

知

ら

せ

休

診
日

５
月
3
0
日

糜

固

市

立

病

院

心

療

精

桙

科

外

来

昔
3
6
3・

医療費総額および年間1人当たりの老人医療費

老
人
保
健
制
度

平成元年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

人　　口 445,605 人 456,262 人 458,035 人 460,ﾂﾜ2 人 462,ﾜ ∠F9人

受給者数 回,8ﾜ8人 29,629 人 31,396 人 33,434 人 35,632 人

受給者割合 ∠LO％ 6.596 6.9％ ﾜ.2％ ﾜ.ﾜ％

受診件数 280,145 件 68ﾜ,5ﾜ3 件 ﾜ63,938 件 838,40ﾜ 件 ９口2ﾜ6 件

年間一人当たり
老人医療費 503,632 円 ﾜ06,664 円 ﾜ44,156 円 ﾜ08,31ﾜ 円 ﾜ06,995 円

医 療 費 総 額 （千 円 ） 9,003,932 20,93ﾜ,ﾜ59 23,363,541 23,681,861 25,191,646



外国人トークフェスト（外国人市民懇話会）

の委員を募集

ほんし　 がいこく|_ぷんと
ぅろく と　 かず　やく　　　 にん　　 かこく　　　 じんこう　　

本 市 にﾀﾄ 国 人 登 録 を し て い る 人 の 数 は 約8,400 人（82 力 国 ）で 、 人 口 の 約1.8 ％ に 相

と
ぅ がいこくじんしみん いけん き くさいか じんけんそんちょう はんえい
当 し ま す 。 外 国 人 市 民 の 意 見 を 聞 き 、 国 際 化 お よ び 人 権 尊 重 の ま ち づ く り に 反 映 さ せ

がい
こくじん　　　　　　　　　 いいん　 ぱしilう

る た め 、 外 国 人 ト ー ク フ ェ ス ト 委 員 を 募 集 し ま す 。

内 容 … 年4 回 以 上 開 催 す る 懇 話 会 に 出 席 し て 、 松 戸 市 の ま ち づ く り に つ い て 意 見 を 述

かいさいび　　　 ち
ょうび　 ょてぃ

べ て い た だ き ま す 。 開 催 日 は す べ て 日 曜 日 を 予 定 し て い ま す 。

だい　かいめ　　　 が
っ　 にち　|こちょうぴ　　　ご こ　 かいさい

第1 回 目 の ト ー ク フ ェ ス ト は7 月13 日 （日 曜 日 ） の 午 後 に 開 催 し ま す 。

いしょくきかん が
っ にち にちょうぴ ねん がっ にち ７いようぴ

委 嘱 期 間 …? 月13 日 （ 日 曜 日 ） ～2004 年3 月31 日 （ 水 曜 日 ）

募 集 人 員 …20 人 以 内

応 募 資 格 … 次 の 条 件 を す べ て 満 た し て い る 大 ① 外 国 籍 で 在 留 資 格 を も っ て い る 大 ②18

さいいじＪう ひと ねんいじょうま
っどし す こんご ねんいじょうす よてぃ ひと には凡､ご ひと

鐵 以 上 の 大 ③1 年 以 上 松 戸 市 に 住 み 、 今 後 も1 年 以 上 住 む 予 定 の 人 ④ 日 本 語 が わ か る 大

かいぎ　 にほんご　おこな（ 会 議 は 日 本 語 で 行 い ま す ）

選 任 方 法 … 国 籍 や 性 別 等 の バ ラ ン ス も 考 慮 し な が ら 選 考 し ま す （ 結 果 に つ い て は6 月

30 日 （ 月 曜 日 ） ま で に 郵 送 ）。

おうばほうほう が
っ　 にち　 きんようび しＪてぃ おうぼようし ひっようじこう きにりう ちまくセつ

応 募 方 法 … ６月20 日 （金 曜 日 ） ま で に 、 所 定 の 応 募 用 紙 に 必 要 事 項 を 記 入 し 、 直 接 ま

ゆうそう まっどしゃくし ぶ　しみんかんきＪうほんぷ きかくかんりしっ ぷんかこくさいたんとぅ
た は 郵 送 で 、 〒2ﾜ1-8588　 松 戸 市 役 所 市 民 環 境 本 部 企 画 管 理 室 文 化 国 際 担 当

（本 館1 階 、R366-ﾜ310) へ

※ 応 募 用 紙 は 、文 化 国 際 担 当 の ほ か 、市 民 課 、 吝 支 所 、 市 民 相 談 課 で 配 布 し て い ま す 。

青年講座 日本の伝統文化にふれる
伝統の形を守りながら、現在に生きている文化を体験し 真の国際人を目指そう！参
力[体験型の楽しい講座です。

日程 内容

6/ 7 圉 オリエンテーション＆日本茶講座

28圉 北の鎌倉（我孫子市）の歴史と文学散歩

7/ 5 圉 千葉の門前町～成田の大祭を歩＜

12出 職人に挑戦卜工戸更紗］工戸切子体験

9/28(1 日) 癒（いや）される伝統の香り～香道入門

10 月 中 旬 北総の小江戸～佐原武家屋敷と博物館巡り

11 月 下 旬 古典楽器と雅（みやび）の世界～雅楽観賞

1月下旬 能面の秘める力～能楽体験

1月下旬 能面の秘める力～能楽鑑賞

2月下旬 鷏麦（そば）打ち体験

②
ア

ー

ト

パ

フ

ォ

ー

マ
ン

ス

ま
つ

開
催
日

…
平

成
1
6年
３
月
2
0日
冊

内
容

…
演

劇
、
オ

ペ
ラ
、
楽
器

演
奏

、

ダ
ン
ス
な
ど

の
舞
台

芸
術
活
動
を

す

る
若

手
ア

ー
テ

ィ
ス
ト
の
祭
典

対
象
：

市

内
在
住

・
在

学
・
在
勤

の

卜
六

歳
以
上
三

十
歳
ま
で
の
人

※
６
月
1
6囗

丱
か
ら
月
一
回
程

度
。

月

曜
日
に
青

少
年

会
館
で
会

議
を

開
き
ま
す

。

圃
①

②
と
も
電
話
で
青

少
年

会
館

豊

3
4
4
・
8
5
5
6

へ

昨
年
の
江
戸
切
子
細
工

体
験
の
模
様

会場…市内公共施設ほか現地（オリエンテ

ーションは女性センターゆうまつと）

対象…18歳以上30歳までの人を優先

定員…先着15人

費用…無料（教材費、交通費実費）

圃電話で青少年会館容344-8556 へ

①
菁

年

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

開
催
日
・
：
Ｈ
月

３
日

倪

内

容
：

青

年
が
集

い
、
自

ら
企
画

・

運

営
す
る
手
作
り

の
祭

対

象
・
：
市

内
在
住

・
在

勤
・
在
学

の

十
六

歳
以
上
三

十
歳
ま
で
の
人

※
６
月
1
0日

㈹
か
ら
月
二
回
程

度
、

火

曜
日
に
青
少
年

公
館
で
会

議
を

開
き
ま
す

。

実
行
委
員
を
募
集

５

月
3
1日

出
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界

保
健

機

関
）
が
定

め
た
世
界
禁
煙

デ
ー
で
す

。

世
界

禁
煙

デ
ー
は
、
た

ば
こ
を
吸

わ
な

い
こ

と

が
一
般
的
な
社
会
習
慣

と
な
る

よ
う

に
、
加
盟
各
国

で
さ
ま

ざ
ま
な
対

策
を
行
う
た

め
昭
和
6
3年
に
設

け
ら
れ

ま
し

た
。

厚

生
労
働

省
も
５

月
3
1日

か
ら
の
一

週
間

を

「
禁
煙

週
間
」
と
し

て
、
た
ば

こ
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す

。

ま
た
、
５
月
Ｉ
囗
か
ら
は
国
民
み
ん

な
が
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
「
健
康
増
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、

公
共
の
場
に
お
い
て
受
動
喫
煙
防
止
対

策
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
は
、
健
康
へ

の
悪
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
対
策
で
す
。

世
界
禁
煙
デ
ー
の
標
語

「
た
ば
こ
と
無
縁
の
映
画
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
行
動
を
！
」

禁煙に関する催しを行います

期日…6月２ヨ(月)～4日収

会場…市役所1階連絡通路

内容…禁煙希望者の個別相談、禁煙

支援ゲッズの展示、たばこによる健

康への影響に圉するパンフレットの

配布、呼気中一酸化炭素濃度の測定

費用…無料

禁
煙
・
分
煙
を
推
進
し
ま
し
よ
う

市

で

は

昨

年

８

月

に

健

康

づ
く

り

計

画

「

健

康

松

戸
2
1
」

を

策

定

し

、

重

点

課

題

と

し

て

「
た

ば

こ

と

健

康

」

を

取

り

上

げ

、

市

民

・
地

域

・
行

政

が

一
体

と

な
り

「
禁

煙

、

分

煙

を

推

進

す

る
環

境

づ

く

り

」

を

進

め

て

い
ま

す

。

固

保

健

福

祉
課

登
3
6
6・
7
4
8
1

市民ミュージカル「がんばれポッチー物語」

拊松戸市文化振興財団では、11 月24 日㈱開催の市民ミュージカ

ル「がんばれポッチー物語」合唱団員（合唱経験者を対象）を松戸

市音楽協会と協力して募集します。

内容…ミュージカルの合唱パートとして出演します。合唱は暗譜と

し 、演出にあわせて多少の振付を伴います。

募集…声部混声Z1部（ソプラノ・アルト・テノール・バスの各声部）

の計80 人

※応募状況によリパートごとに申し込みを締め切る場合があります。

参加費…無料（簡単な舞台衣装は実費製作していただく予定です。）

練習日…6 月1ワ日（火）から原則とし て月2～3 回、火曜日の夜（臨時

に変更等もあリ）

圃ハガ半で、干2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀646 の4森のホール21 内

松戸市音楽協会ミュージカル合唱団係・大沢(a383-0111) へ

※申込要項をお送りします。

固松戸市音楽協会 りX 嶋≪369-1 ∠1ﾜ0

雑 草 地 の 適 正 管 理 の お 願 い

空き地の伸びすぎた雑草は近隣の迷惑となる

ことがあります。空き地等の所有者（管理者）

は雑草の刈り取りにご協力＜ださい。市では草

刈檐を無償で貸し出しています。また、下表の

雑草刈り取り業者のあっせんも行います。

※刈り取り料金（1平方メートル当たり）年1 回

60 円　年2 回計100 円

※税別、搬出・傾斜地等は別途見積り

※草刈機貸し出しについては八ヶ幃詰所S343

-ﾜ923 へ

圖 環境保全課環境衛生係:c366-ﾜ336

業者名 電話番号

ペ スト ビ ル サ 一ビ ス㈱ 3∠凵-2088

㈲白井環境サービス 04ワー492-0ﾜ69

株)ハナノイ 346- ∠L99ワ

富士與運㈱ 04ワー∠143―8833

千葉工務店 392-1327

㈲ユー十商会 391-1326

株)六和建設工業 342-19ﾜﾂ

㈲誠緑化興業 344-06ﾜ ０

小金造園土木 047-445-5282

新都市緑化㈱ 3∠川一3811

サンエス商会 04 －ワ193-3095

●

児

童

手
当

６

月

期

分

を
支

給
し

ま

す
児

童
手
当
６
月
期

分
（
２
～
５
月

分
）

を

指
定
預
金
口

座
に
振
り
込
み
ま
す

。

６
月
1
0日

脚
以

降
に
お
受
け
取
り

く
だ

さ
い
。

対

象

①
1
4年

度
現
況
届
を
期
間

内
に

提
出
し
、
引

き
続
き
受
給
資

格
が
あ

る

と

認
め
ら
れ
た
人

②
平

成
Ｈ
年
６
月
以

降
、
新
規
に
認
定

さ
れ
た
人

●

児

童

手

当

の

申

請

を

児

童
手
当

は
申
請
し

た
月

の
翌
月
分

の
手

当
か
ら
支

給
対
象
と
な
り
ま

す
。

要
件

に
該
当
す

る
人
は
申
請
し

て
く
だ

さ
い
。
要
件

①
義
務

教
育
就
学
前

（
平

成
９

年
４

月
２
日

以
降
生
ま

れ
）

の
児

童
を

養
育
し
て

い
る
こ
と
②

保
護

者
の
前
年

の
所
得

が
制

限
額
未
満

で
あ
る
こ
と
③

そ

の
他
、
児

童
手
当
法
に
定

め
ら

れ
た

支

給
要
件

に
該
当
す

る
人
　

支
給
額
月

額
第
一
子

・
第
二
子

五
千
円

、
第
三
子

以

降
月
額
一
万

円

●

児

童

手

当

現

況

届
（
更

新

手

続

）

の

提

出

を

児

童
手
当
を
受

け
て

い
る
人

は
毎
年

６
月

中
に

「
児

童
手
当
現
況
届

」
を
提

出
し
な
け

れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

こ

の
届
け

は
、
毎
年
６
月

１
日
現
在

の
状
況
を
記

載
し
、
児
童
手

当
を
引

き

続
き
受
け

る
要

件

が
あ

る
か
ど
う

か
を

確
認
す

る
た
め
の
も
の

で
す

。
こ

の
届

け
の
提
出

が
な
い
と
、
６
月

分
以

降
の

手

当

が
受
け

ら
れ
な
く

な
り

ま
す

の
で

ご
注
意
く
だ

さ
い
。

受
付
期

間
６

月
２
日

丱
～
3
0日

丱

受
付
窓
口
児
童

福
祉
課

・
市

民
課

・
各

支
所
※
現
在
受
給
し

て

い
る
人
に

は
、
現
況

届

の
用
紙
を

送
付

し
ま
す

。

固
児

童
福
祉
課

給
付
担
当
室

登
3
6
6
・
７

児
童
手
当
に
つ

い
て
の

お
知
ら
せ

薬
剤
の
無
償
交
付
と
噴
霧
機
の
無

償
貸
し
出
し

道
路
側
溝
や
排
水
路
か
ら
発
生
す
る

広

報

ま

つ

ど

「
松

戸

市

総

合

計

画

第

２

次

実

施

計

画

特

集

号

」
を

、

５

月
3
0
日

衡

の

新

聞

に

折

り

込

み

ま

す

。

團

政

策

調

整

課

昔
3
6
6・
7
0
7
2

生

涯

学

習

プ

ラ

ザ

臨

時

休

館

の

お

知

ら

せ

期
間
６
月
６
日

窗
～
2
4日

収

圜
社
会
教
育
課

昔
3
6
6
・
7
4
6
2

ユ
ス
リ
カ
、
ど
ぶ
ネ
ズ

ミ
等
を
駆
除
す
る
た

め
、
薬
剤
の
無
償
交
付

と
噴
霧
機
の
無
償
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す
。

固
環

境
保
全
課
環

境
衛

生
係

＆
3
6
6
・
７

５

月
3
1日

出

は

世

界

禁

煙

デ

ー

で

す

合唱団員を募集

青
少
年
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ



報情

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

【

】
タ

ウ

ン

カ

レ

ッ

ジ

「

も

っ

と

知

ろ

う

、

わ

が

街

ま

つ

ど

」

①

松

戸

水

門

（
主

水

新

田

）

で

カ

ッ

コ

ウ

の

声

を

聞

く

＝
６

月

４

日

水

午

前

９

時
2
0
分

南

流

山

駅

集

合

、
正

午

解

散

②

初
夏

の

子

和

清

水
ヽ

鯲

魴
街

道

等

を

訪

ね

て

由

来

を

知

る

＝

７

月
1
6
日

水
午

前

９

時
3
0
分

常

盤

平

駅

集

合

、

正

午

解

散

内

容

街

歩

き

を

し

な

が

ら

、

松

戸

の
歴

史

、

寺

社

、
自

然
等

を

知

る
　

定

員

各
先

着

二

十

人
　

費
用

各

回

五

百

円

匣

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

ま
ち

づ

く

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

セ

レ

ガ

昔

囲
3
6
6・
8
8
0
3

へ［
］
六

十

歳

か

ら

の

男

の

基

本

料

理

教

室６
月
1
9日
米
・
７
月
1
7日

附
午
前
1
0

時
～

午
後
Ｏ
時
1
5分

会
場

ベ
タ
ー
ホ

ー
ム
柏

教
室
　

対
象
六
十
歳
以
上

の
料

理
初
心
者

の
男
性
　

定

員
先
着

ご
丁

二

人
　

杤
乕

二
千
円
（
材

料
費
等
を
含

む
）

匣

電
話
マ

鰥
ベ
タ

ー
ホ

ー
ム
協
会

昔
0
3

・
３
４
０
７

・
0
4
7
1

へ

［

］
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

６

・

７

月

新

番

組

「

失

わ

れ

た

星

座

た

ち

」

現

在

で

は

使

わ

れ

な

く

な

っ
た

、
失

わ

れ

た
星

座

に

焦

点

を

あ

て

、

そ

の

移

り

変

わ
け

を

紹

介

し

ま

す

。

投

影
日

５

月
3
1
日

出

～

７

月
3
1
日

水

の
上

・
日

曜

日

、
祝

日

お

よ

び
夏

休

み

期

間

中

の

水

・
木

曜

日
　

投

影

開

始

時

刻

午

前
1
0
時

、

午

後

１

時
3
0
分

、

３

時

3
0分

（
た

だ

し

、
夏

休

み

期

間

中

の

水

・
木

曜

は

午

後

の
み

二

回

）
　

会

場

市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ

ム

室
　

投

影

時

間

一

回

約

五

卜

分
　

定

員

八

十

人
　

費

用

子

ど

も

三

十

一
円

、

大

人

五

十

二

円

（
団

体

＝
子

ど
も

二

十

一
円

、

大

人

三

十

一

円

）

※
発

売

は

投

影

開

始

三

十

分

前

か

ら

二

階

受

付

で

※
団

体

（
二

十

人

以

上

）

は
平

日

も

電

話

予

約

可

能

で

す

。

固

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室

容
3
6
8

［

］
星

空

観

望

会

６

月

Ｈ

日

出

午

後

６

時
～

８

時
　

会

場

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

室

と

屋

上
　

内

容

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム

見

学

と

天

体

望

遠

鏡

で

月

や
木

星

を

観

望

〔
雨

天

・
曇

天

の
場

合

は

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ
ム

の

み

〕
　

定

員

八

十

人
　

巷
兩

無

料

※
団

体

（
二

十

人

以

上

）

や

体

の
不

自

由

な
人

は

ご

相

談

く

だ

さ

い
。

巒

電

話

で

市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム

室

昔
3
6
8・
1
2
3
7

へ

［

］
上

本

郷

学

童

保

育

所

バ

ザ

ー

６

月
1
5
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

会

場

上

本

郷

小

学

校
　

内

容

模

擬

店

と

日

用

品

・
鉢

植

え

な

ど

の
販

売

、

学

童

と

住

民

と

の
親

睦

固

上

本

郷

学

童

保

育

所

・
岩

崎

容
3
6
5・

［

］
六

高

台

保

育

園

保

育

フ

ェ

ア

６

月
1
4
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場
六

高

台

保
育

園

内

容

育
児

相

談
、

バ
ザ

・Ｉ・
・
模

擬
店

・
フ

リ

ー

マ

ー
ヶ

ツ
ト

※
出

店

希

望

者

を

募

集

し

ま

す

。

圖

六

高

台

保

育

園

・
羽

田

野

登
3
9
4・
５

［

］
身

近

な

里

山

・

市

野

谷

の

森

の

自

然

探

勝

６

月

１

日

㈲

午

前

８

時
3
0
分

新

松

戸

駅

改

札

囗

前

果

合

（
午

後

Ｏ

時
3
0
分

解

散

予

定

）
　

内

容

流

山

市

の

オ
オ

タ

カ

の

す

む

市

野
谷

の

森

と

流

山

運
動

公

園

を

約

五

ご

歩

き

、

身

近

な
自

然

を

探

勝

持

ち

物

昼

食

・
飲

物

等
　

費

用

五

百

円

（
小

学

生
以

下

無

料

）

圃

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

登
0
9
0・
８
８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［

］
碧

い

海

と

海

中

温

泉

の

式

根

島

へ

①

６

月
2
7
日

原

～
2
9
日

㈲

⑤

６

月

2
8日

出
～
2
9
日

賄
　

集

貧

小
６

月
2
7
囗

淪

午

後

９

時

②

６

月
2
8
日

出

午

前

７

時

3
0分
　

竹

芝

客

船

夕
１‐‐・
ミ

ナ

ル

音

協

旗

下
　

宿

泊

先

式

根

島

「

新

屋

」
他

（
二

人

以

上

一

室

）
　

巷
笛
で

大

人

二

万

二

千

四

百

円

、
小

学

生

一
万

六

千

六
一
日
円

、

幼

児

七

千

円

②

大

人

二

万

四

千

四

百

円

、

小

学

生

一

万

七

千

百

円

、

幼

児

七

千

円

（

往

復

船

代

、

式

根

島

宿

泊

代

、

朝

・
夕

食

代

、

保

険

料

を

含

む

）

隰

５
月
2
6
日

丱

～

６

月
1
3
日

原

（
土

・

日

曜

日

を

除

ぐ

）

の

午

後

１

時

～

５

時

の
間

に

、

電

話

で

松

戸

工

業

連

合

会

文

化

活

動

協

力

会

・
上

野

昔
3
6
3・
4
3
7

4

へ

［

］
う

た

う

生

涯

学

習

成

果

発

表

会

６

月

８

日

㈲

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

４

時

会

場

市

民

劇

場

内

容

会

員

の

歌

唱

成

果

発

表

と

ヴ

ォ

イ

ス

ト

レ

ー

ナ

ー
西

京
子

氏

に

よ

る
歌

謡

指

導
　

春
用

無

料
固

西

歌

謡

サ

ー

ク

ル

・
小

川

昔
3
8
6・
Ｉ

【

】
ケ

ア

ハ

ウ

ス

「

リ

バ

ー

サ

イ

ド

ー
ヴ

ィ

ラ

」

バ

ザ

ー

６

月

８

日

襾

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

１

時
　

会

場

ケ

ア
（

ウ

ス

リ

バ

ー
サ

イ

ド

ー
ヴ
ィ

ラ

（
根

本

内

一
六

匸
　

内

容

バ

ザ

ー

・
模

擬

店

※

バ

ザ

ー
用

品

の

提

供

大

歓

迎

（
取

り

に

伺

い
ま

す

）

讖

リ

バ

ー
サ

イ

ド

ー
ヴ

ィ

ラ

昔
3
4
2・
０

［

］
展

望

と

花

の

山

旅

・

浅

間

隠

山

登

山６

月

８

日

収
午

前

６

時
ｍ

新

松

戸

駅

改

札

目
前

集

合

（
午

後

８

時
3
0
分

解

散

予

定

）
　

内

容

北

軽

井

沢

に
位

置

す

る

山

（
千

七

百

五

十

七

八
）

に

登

り

、

浅

間

山

の
展

望

と

新

緑

や
花

を
楽

し

む

対

象

六

十

歳

未

満

の

登

山

経

験

者
　

定

員

先

着
二

十
五

人
　

費
用

四

千

九

百

円

（
貸

切

バ

ス

、

保

険

料

を

含

む

）

匣

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0・
８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［

］
市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

６

月
2
2
囗

㈲

午
前

５

時
3
0
分

伊

勢

丹

松

戸

店

前

集

合

、

午

後

９

時

帰

着

予｛
疋

行

き

先

長
野

県

囗

向

山
　

対

象

中

学

生

以

上

の
人
　

定

員
先

着

二

十

五

人
　

費

用

九

千

円

（

バ

ス
代

、

保

険

料

）

圃

電

話

で
松

戸
市

山

岳

協
刄
下

高

橋

登

3
6
2
・
Ｉ

Ｒ
）０

０

へ

［

］
あ

じ

さ

い

吟

行

会

６

月
1
5
日

面

午

後

１

時

～

５

時
　

吟

行
場

所

本

土
寺

歟
評

会

場

小
金

北

市

民

セ

ン

タ
ー
　

内

容

本

土
寺

で

あ

じ

さ

い

を

鑑

賞

し

て

、

そ

の

後

一

首

作

り

歌

評

会

を

行

う
　

費

用

千

円

圖

松

戸

短

歌

会

・
塩

入

登
3
9
1・
５

０

１

「

」
ふ

れ

あ

い

バ

ザ

ー

６

月

７

日

出

午

前
1
0
時
～

午

後

２

時

会

場

ふ

れ
あ

い
ネ

ッ
ト

ま

つ

ど

事

務

所

前

駐

車

場

（
皿

北

小

金

駅

北

口

下

車

徒

歩

二

分

）
　

内

容

バ

ザ

ー

（
日

用

品

・

鉢

植

え

植

物

・

野

菜

の
販

売

）
、

福

祉

車

両

・

車

い

す

搭

載

車

等

の

体

験

、

高

齢

者

擬

似
体

験

、

喫

茶

コ

ー

ナ

ー

苙

ふ

れ

あ

い
ネ

ッ

ト

ま

つ

ど

事

務

局

昔

ｍ

・
0
8
6
6

［

］
ホ

タ

ル

鑑

賞

会

６

月

６

日

金

・
７

日

出
午

後

７

時
3
0

分

～

８

時
2
0
分
　

会

場
2
1
世

紀

の

森

と

広

場
　

杤
用

無

料

※
東

駐

車
場

の

み

使

用

（
有

料

）

圖

松

戸

東

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク
ラ

ブ

登
3
8
4・

8
2
8
0

（
平

日

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

）

［

］
み

ん

な

あ

つ

ま

れ

く

る

み

の

木

（

わ

ら

べ

う

た

）

６

月

２

囗

菲
午

後

１

時

～

２

時
　

会

場
小

金

原

幼
児

教

室

（
小

金

原

三

の

一

八

）
　

内

容

親
子

で

わ
ら

べ
う

た

を

楽

し

む
　

対

象
二

∴
二
歳

児

と

そ

の

保

護

者

費
用

百

円

（
保

険

料

）

※
駐

車

場

は

あ

り

ま

せ

ん

。

圄

小

金

原

保

育

の
会

幼

児

教

室
事

務

局

・
武

中

公
3
4
5・
0
0
1
2

「

」
は

せ

み

つ

こ
2
0
0
3

～

親

子

で

楽

し

む

こ

と

ば

あ

そ

び

ら

い

ぶ

６

月
2
8
日

山
午

後

２

時
3
0
分

～

４

時

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

あ

い
う
え

お

体

操

・
詩

の
朗

読

・
こ

と

ば

あ

そ

び

な

ど

、
目

・
耳

・

身

体

で

日

本

語

の

楽

し

さ

を
再

発

見
　

対

象

三

歳

児

以

上

費

用

Ａ

席

三
千

五

百

円

、

Ｂ

席

三

千

円

（
四

歳

児

未

満

は

無

料

）

圖

子

す

ず

め

保

育

園

登
3
8
7・
9
8
7
4

［

］
松

戸

市

民

劇

団

創

立

一一一
周

年

記

念

前

夜

祭
　

お

客

様

感

謝

の

つ

ど

い

「

こ

こ

に

泉

あ

り

」

６

月

８

囗

㈲

午

後

２

時

開

演
　

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

講

談

「
「

ン

ド

ル

を

タ

ク

ト

に

変

え

て

」
、

二

人

の

ビ

ッ

グ

シ

ョ

ー

「

上

条

操

＆

高

橋

千

代

」

ほ

か
　

費

用

二

千

円

圜

松

戸

市

民

劇
団

・
石

上

。。
3
8
9
・
４

６

［

］
水

無

月

和

楽

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

６

月

７

日

由

午

後

６

時
2
0
分

～

９

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

容

社

交

ダ

ン

ス

パ

ー

テ
ィ

ー

愛

好

者

の

つ

ど

い
　

費

用
五

百

円
（
飲
み

物

・
パ
ン
・
菓

子
付

き
）

圖

松

戸

社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル

・
木

田

昔
3
6
3・（
ａ
Ｏ

戸０
βｎ
）

［

］
朗

読

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

６

月

‥
1
1
1
1

日

水

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

3
0分

会

場

市

民

劇

場

内

容

文

学

作

品

、

民

話

等

の

舞

台

朗

読
（
一

人

語

り

）

春
用

五
百

円

國

朗

読

グ

ル

ー

プ

紫

陽

花

・
石

田

公
3
6
7

［

］
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

と

ギ

タ

ー

の

二

重

奏

の

夕

べ

５

月
3
1
日

生
午

後

６

時
～

８

時
　

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
出

演

児
玉

あ

い
子

（

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

）

＆

石

井

弘

（
ギ

タ

ー

）
　

内

容

歌

の

翼

に

（
メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

）
、

リ

ベ

ル

タ

ン

ゴ
　（

ピ

ア

ソ

ラ

）
、

日

本

の

歌

他
　

費

用

二

千

五

百

円

（
高

校

生

以

下

千

円

）

圈

ひ
ぐ

ら

し

の

会

・
荒

井

昔
3
8
9・
９

９

【

】
糸

賀

正

儀

の

大

道

芸

と

ホ

ル

ン

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

の

つ

ど

い

６

月
1
4
日

剛

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

子

ど

も

会

の
人

た

ち

と

み

ん

な
で

楽

し

む

費

用

無

料

固

新

松

戸

地
区

子

ど

も

会

育

成

会

連

絡

協

議

会

・
長

谷

川

登
3
4
5・
8
1
7
3

［

］
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

６

月

８

凵

襾

・
2
2
日

聞
午

前
1
0
時

～

正

午

、
!
4
日

巾

午

後

６

時

～

８

時

、
1
8

日

則

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

柿

ノ

木

台
公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
室
　

対

象

十

六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着

・

上

履

き
　

費

用

無

料

圃

当

日

会

場

で

固

ス

ポ

ー

ツ

課

＆
3
6
3・
9
2
4
1

［

］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（
硬

式

）

７

月

～

９

月

の

毎

週

土
曜

日

の

希

望

の

ク

ラ

ス

（
Ａ

＝
午

前

８

時

～

９

時
3
0

分

、

Ｂ

＝
午

前

９

時
3
0
分

～
1
1
1
1

時

）

会

雫

甲
央

公

園

庭

球

場

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

の

人
　

費

用

八

千

円

（
テ

ニ

ス

保

険

料

を

含

む

）

圉

６

月
1
0
囗

㈹

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・

希

望

ク

ラ

ス

（

第

二

希

望

ま

で

）
、

返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

千
2
7
0
1

0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗

（

昔
0
9
0

・
６

６

５

０

・
3
6
3
4

）
　へ

［

］
浅

見

こ

の

み

の

「

親

子

で

ふ

れ

あ

い

リ

ト

ミ

ッ

ク

」

５

月
2
9
日

～

平

成
1
6
年

３

月
2
5
日

ま

で

の

、
８

月

を

除

く

毎

月

第

四

木

曜

日

〔
全

卜

回

〕

午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

会

場

森

の

ホ

ー

ル
9
1一
　
内

容

リ

ト

ミ

ッ

ク

を

通

し

て

親

子

で

の

ふ

れ

合

い

を

大

切

に

し

、

楽

し

く

豊

か

な

時

間

を

過

ご

す
　

定

員

先

着

十

五

組
　

春
用

親

子

で

一
万

六

千

五

百

円

（
保

険

料

を

含

む

）

圖

松

戸

子

ど

も

劇

場

・

青
木

登
3
8
6・
９

［

］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会

６

月

１

日

㈲

午
前
1
0
時
2
0
分

～

午

後

４

時
3
0
分

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

無

料

固

カ

ラ

オ

ヶ

発

表

会

実

行

委

員

会

・

高

橋

登
3
8
7・
1
6
5
4

【

】
松

戸

市

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

６

月
2
8
日

出

・
2
9
日

面
　

会
場

運
動

公

園

体

育

館
　

対
象

審

判

の

で

き

る

人

が
二

人

い

る
市

内
在

住

・
在

勤

の

チ

ー

ム

（
高

校

生

以

下

不

可

）
　

定

員

无
着

男

子

三

十

ニ

チ

ー

ム

、

女

子

十

六

チ

ー

ム
　

費

用

一
チ

ー

ム

三

千

円

※
６

月

Ｈ

日

水

午

後

７

時

か

ら
栗

ケ
沢

中

学

校

で
代

表

者

会

議

を

行

い
ま

す

（
代

理

出

席

可

）
。

圃

６

月

３

日

㈹

〔
必

着

〕

ま

で

に

、
（

ガ
キ

に
チ

ー

ム

名

・
男

女

の

別

・
代

表

者

名

・
住

所

・
電

話
番

号

を

記

入

し

て

、

〒
7
0－
2
2
1
3

２

恰

尸
市

五

香

八

の

一
九

の

八
　

浜

田

一
彦

（
栗

ヶ

沢

中

学

校

内

昔
3
4
1・
5

1
7
8

）
　へ

［

］
気

功

・

太

極

拳

無

料

体

験

講

習

会

６

月

２

囗

囲

午
後

３

時
～

４

時

（
気

功

）

と

午

後

４

時

～
５

時

（
太

極

拳

）

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど

滕

顋

右

左

費

用

無

料

※

い
ず

れ

か

の
み

の
受

講

も

可

圃

電

話

で

増

田

昔
3
6
2・
8
5
4
9

へ

ス

ポ

ー

ツ

チャンネル

催

し

物



【
】
食

べ

た

ら

動

こ

う

（

実

技

講

習

会

）６

月

６

日

窗

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

時
3
0
分

会

場
小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

誰

で

も

知

っ
て

い

る
音

楽

に

合

わ
せ

た

簡

単

で

楽

し

い
運

動

で

、

つ

い
食

べ
過

ぎ
て

し

ま

う

二

百

ご

カ

ロ

リ

ー
を

消

費

し

、

生
活

習

慣

病

の

原
因

に

な

る
肥

満

を

予

防
　

講

師

国

際

武

道

大

学

教

授

・

中

島

一

郎

氏
　

対

象
日

ご

ろ
運

動

不

足

を

感

じ

て

い
る

人
　

定

員
先

着

三

十

人

圃

５

月
2
6
日

菲

午

前
９

時

か
ら

、
電

話

で

小

金
保

健

福

祉

セ

ン

タ

１

登
3
4
6・
5

6
0
1

へ

yぅ97 ｀゙` 教 室 名 ふ日 時 Ｉ （`　 会 場匚　｀ 白 講師 白 対象/定員 費用 … … ……… 申 し 込 み ‥ ‥‥‥‥ ，

福 祉 用 具 の 活 用 で 快

適 ・安 心 生 活 を ！

6/ 4 ㈲ 午

後2 時 ～4

時

大 倉 記 念 病 院

リ ハビ リ 室

福 祉 用 具 専

門 相 談 員､･

宮 崎 怕 嗣 氏

30人

無料

6/20 月)ま で 匚 電 話 ま た は フ

ァ ク ス で 小 金 地 区 在 宅 介 護 支

援 セ ン タ ー ・ 三 浦 昔3 利 一

6ﾜ11M309-3010 へ

悪 質 商 法 か ら 家 族 や 自

分 白 身 を 守る 知 恵 を 学

び ま し よう

6/13 脂 午

後 １時 ３０

分 ～4 時

市 社 会 福 祉 協

議 会 （ 総 合 福

祉 会 館 内 ） ボ

ラ ン テ ィ ア 室

消 費 生 活 課

職 員

65 歳 以 上

の 人 と そ

の 家 族

6/6 窗 ま で に 、電 話 ま た は フ

ァ ク ス で 矢 切 地 区 在 宅 介 護 支

援 セ ン タ ー25368  ―ﾜ885 皿

368-0203 へ

高 齢 者 の 自 立 し た 生 活

を 支 え る た め に ～ 地 域

福 祉 権 利 擁 護 事 業 や 成

年 後 見 人 制 度 を 活 用し

まし よ う ！

6/18(tK) 午

後 ２ 時 ～

耳時

六 実 市 民 セ ン

タ ー 別 館

松 戸 市 社 会

福 祉 協 議 会

職 員

先 着 ∠10人

電 話 で 五 香 六 実 地 区 在 宅 介 護

支 援 セ ン タ ー ・ 美 濃 部a386

-1316 へ

【
】
ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

追

加

接

種

（
予

約

制

）

昭
和
5
0
年

～
5
2
年

生

ま

れ

の
人

の

ポ

リ

オ

ー

型

の

免

疫

保

有

割

合

が
低

い
と

わ

か
り

ま

し

た

。

再

度

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

を

受

け

る

こ

と

を

勧

め

ま

す

。

対

象

昭
和
5
0
年

～
5
2
年

生

ま

れ
で

①

ポ

リ

オ

ウ

イ

ル

ス

常

在

国

の
中

東

・
東

南

ア

ジ

ア

ー
ア

フ
リ

カ

地

域

に

渡

航

す

る
大

②

子

ど

も

が

ポ

リ

オ

ワ

ク
チ

ン

接

種

を
受

け

る

時

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固

保

健

福

祉

課

予

防

衛

生

係

昔
3
6
6・
７

［

］
口

腔

保

健

週

間

「

歯

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

」

６

月

７

日

出
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

会

場

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

歯

科

医

師

に

よ

る

診

査

・
相

談

、

歯

科

衛

生

士

に

よ

る

ブ

ラ

ッ

シ

ン

グ

指

導

圈

中

央

保

健
福

祉

セ

ン

タ
１

昔
3
6
6
・
７

「

」
食

生

活

講

座

日時 。 … …… 二………… 万…… …
内 亨　

…
………1……≒……

…
………j……

6/ 5

㈲

午

前

10

時～

午

後

１

時30

分

（６

月19

日

は

正

午

ま

で

）

健 康 と 食 生 活 に つ い て （お 話 ）

ス ピ ー ド 料 理 （実 習 ）

6/11

㈲

若 い 時 か ら の 健 康 づ く リ バ ー ト1 （お 話 ）

野 菜 を い っ ぱ い 食 べ よ う （ 実 習 ）

6/19

㈲

健 康 づ ＜ リ と 運 動 （お 話 ）

手 軽 に で きる ヨ ガ （実 技 ）

6/26

㈲

若 い 時 か ら の 健 康 づ く リ バ ー ト ２（お 話 ）

カ ル シ ウ ム を 上 手 に と ろ う （実 習 ）

会

場

小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

対

象

二

十

～

五

十

歳

代

で

本

講

座

を

初

め

て

受

け

る
人

で

四

日

間

と

も

出

席

で

き

る

人
　

定

員

先

着

三

十

人
　

持

ち

物

エ

プ
ロ

ン

こ

二
角

き

ん

・
筆

記

用

具

・

ふ

き

ん
　

費

用

無

料

圃

５

月
2
6
日

丱

午
五
回
９

時

か
ら

、
電

話

で

小

笙
保

健

福

祉

セ

ン

タ
１

≪
3
4
6・
5

6
0
1

へ

［
］
松
戸
保
健
所
各
種
相
談

相談名 日　時 内容・対象等（担当課）

女 性 の た めの 健 康相

談 （ 予 約 制 ）

6/4  (7k)・18 ㈲ 午 後1

時 ～2 時 ・5 ㈲ 午 前9

時30 分 ～10 時30 分

女 医 に よ る 女 性 の 心 身 の

健 康 に 関 す る 相 談

(地 域 指 導 課)

エ イズ に関 する 相談

エ イ ズ 抗 体 検 査

6/3 ㈲ ・17 叫 午 後IE持

30 分 ～2 時30 分

匿名（疾病対策課）

夜 間 エ イ ズ 抗 体 検 査
6/25(tK 斤 後5 時30 分

～ﾜ 時30 分

掲載以外の相談は松戸保健所のホームページをご覧＜ださい。

URL=http:// ｗｗｗ.pref.chiba.jp/hokenjo/mats 凵do/

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

①

６

月

１

囗

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

②

６

月
2
1
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

①
ビ

オ

ラ
エ

瀑

苫

健
康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い
2
2
）
　

内

容

松

戸

市

精

神

障

害

者

家

族

会

土

曜

会

会

員

に

よ

る

相

談

（
秘

密

厳

守

）
　

対

象

「
こ

こ

ろ

の

病

」

の
人

を

抱
え

る
家

族
　

費

用

無

料

※
①

６

月

１

日

面

ビ

オ

ラ
エ

房

昔
3
3
1・

6
0
1
8

②

６

月
9
1一
日

出
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

昔
3
8
3・
5
5
5
1

で

、

同

時

問

に

電

話
相

談

も

行

い

ま

す

。

匝

い

ず

れ

も

ビ

オ

ラ
エ

房

昔
3
3
1・
6

0
1
8

（

月

・

火

・

木

・
金

曜

午

前

1
0時

～

午

後

３

時

）

ま

で

［

］
生

き

に

く

さ

を

感

じ

て

い

る

人

の

相

談

室

毎

月

第

丁

三

金

曜

日

午

後

１

時

～

４

時
　

会

場

ビ

オ

ラ
エ

房
　

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

ち

ば

心

理

教

育

研

究

所

臨

床

心

理

士

・

佐

藤

直

美

氏
　

費

用

二

千

円

（
五

十

分

）

圃

電

話

で

ビ

オ

ラ
エ

房

ｓ
3
3
1・
6
0

1
8

（
月

・

火

・
木

・
金

曜

午

前
1
0

～

午

後

３

時

）

へ

「

」
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

５

月
3
1
日

～

７

月
2
6
日

の
毎

週

土

曜

阡

午

後

７

時

～

８

時
3
0
分

会

場
ハ

ケ

崎
市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象

初

め

て

の
人

費
用

無

料
（
テ

キ

ス

ト

代

等

千

五

百

円

）

固

み

さ

き

ダ
ン

ス

・
山

西
｛
一一
0
9
0
・
１

５

４

２

・
5
9
4
0

［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

６

月

３

日

～
2
4
日

の
毎

週

火

曜

日

午

後

７

時

～

９

時
　

会

場

常
盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

シ

ル

バ

ー
ブ

ル

ー

ス

対

象

三

十

歳
前

後

ま

で
　

費
用

千

円

固

松

戸

青

年

社

交

ダ
ン

ス
サ

ー

ク

ル

・

田

中

昔
3
4
3・
6
0
2
2

［
］
社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

６
月
１
日
～
2
9日
の
毎
週
日
暝
日
午

後
６
時
～
８
時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
対
象
多
少
踊
れ
る
人

圜
若
葉
会
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
松

村
昔
3
9
2
・
1
7
9
3

【

】
無

料

社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

６

月

６

日

～
2
7
囗

の

毎

週

金

曜

日

午

後

７

時

～

９

時

会

場

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

男

女

プ

ロ

講

師

に

よ

る

初

級

レ

ッ
ス

ン

（
ワ

ル

ツ

ー
タ

ン

ゴ

ー
ル

ン

バ

ー
ヂ

ャ
チ

ヤ
等

）

固

稔

台

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

・
伏

見

昔
3
6
8

［

］
倫

理

文

化

講

演

会

６

月

１

日

㈲
午

後

２

時

～

３

時
4
0
分

会
場
市

民

劇

場
　

テ

ー

マ

家

庭

づ

く

り

の
心

得

苣

唄

卞
円

圖

社

倫

理

研

究

所

市

川

支

所

松

戸

ブ

ロ

ッ

ク

・
藤

井

登
3
8
9・
5
5
8
0

［

］
愛

の

献

血

（
松

戸

四

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

）

５

月
3
0
日

窗

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

伊

勢

丹

松

戸

店

前

（
同

時

に
骨

髄

バ
ン

ク

ド

ナ

ー

登

録

も

午

後

３

時
4
0
分

ま

で

行

い
ま

す

）

固

保

健

福

祉

課

登
3
6
6・
7
4
8
7

「

」
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

実

践

講

座

７

月
1
9
日

出

と

１１
Ｅ
月

９

日

㈲

に

全

体

研

修

、

そ

の
問

に

二

目

以

上

を
受

け

入

れ

施

設

等

で

実

践
活

動

会
場

流

山

青

年

の

家

対

象

咼
校

生

以

上

の
健

康

な

人
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

千

五

百

円奈
詳

細

は

お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

圖

県

立

流

山

青

年

の

家

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

係

昔
0
4
・
７

１

５

９

・
2
0
0
4

副
0
4
.

・
７

１

５

０

・
2
2
0
3

［
］
パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

パ

ー

ト

労

働

と

税

・

社

会

保

険

制

度

の

改

革

」

６

月

３

日

㈹
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

3
0分

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー
ゆ

う

ま

つ

ど
　

内

容

パ

ー

ト

で

働

く

人

へ

の
制

度

改

革

の
影

響

等

（
ガ

イ

ダ
ン

ス
後

個

別

相

談

あ

り

）
　

講

師

齟
2
1
世

紀

職

業

財

団

千

葉

事

務

所

雇

用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
白

木

憲

一

郎

氏
　

対

象

現

在

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー
で

働

い
て

い

る

か

、

こ

れ

か
ら

働

き

た

い
人
　

定

員

先

着

二

十

人

（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　

曹
限

熹

料

圃

電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

登
3
6
4・
8
7

7
8

へ

【

】
千

葉

県

職

員

採

用

試

験

受

付
期

間

①

上

級

試

験

＝
５

月
2
6
日

⑧

ま

で
学

甲
・
初

級

試

験

＝
８

月

４

日

面
～
1
5
日

金

奈
詳

細

は

お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

固

千

葉

県

任

用

課
任

用

・
試

験

班

昔
0
4
3

・
2
2
3・
3
7
1
3

［

］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

活

動

（

坂

東

流

日

本

舞

踊

）

会

員

を

募

集

毎

週

木

曜

日

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

対

象

市

内
在

住

で

六

十

歳

以

上

の

人
　

定

員

先

着

五

人
　

茖
乕

無

料

圃

電

話

で

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ
ー

S
3
8
6・
0
2
0
1

へ

【

】
手

賀

沼

環

境

教

室

６

月
2
7
日

幽

、

７

月
1
9
日

出

、

９

月

1
3日

出
、
1
0
月
1
1
1
1
日

剛

会
場

手

賀

沼

親

水

広

場
　

内

容

手

賀

沼

で

の
自

然

観

察

を

通

し

て
環

境

問

題

へ

の

意

識

の

高

揚

を

図

る
　

対

象
中

学

生

以

上
　

定

員

各

回

先

着

五

十

人
　

費

用

無

料

圃

電

話

ま

た

は

フ
ァ

ク
ス

で

県

立

手

賀

沼

親

水

広

場

登
0
4
・
７

１

８

４

・
０

５

」Ｏ
」
O
0
4
・
７

１

８

４

・
0
9
3
6

へ

【
】
手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

講

座

①

自
分

発

見

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験

講

座

６

月
2
8
日

出

・
2
9
日

㈲

、
1
2
月

６

日

比
　

会

場

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

内

容

誰
で

も

で

き

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

実

践

講

座

’

対

塞

咼
校

生
以

上

定
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パソコン講座

講座名 日　時 内　容 持 ち 物/ 費 用

ワ ー ド 初 級

講座

6/4(㈹・11 ㈲ ・18 ㈲

〔全３回 〕午 前10 時

30 分～正 午

文 字 の入力 から 、

ワ ー ド ア ー ト 図

の挿入 まで

筆記 用具/

2,000 円 （テ キ

スト 代を 含む）

初 め て の ウ

ィ ン ド ウ ズ

講座

6/3C火)・10(火)・17 ㈹

〔全3 回 〕午 後1 時45

分 ～3 時 価 分

超初 心者『古〕き

筆記用 具/

2,000 円 （テ キ

スト 代を 含む）

会場文化ホールＩ下講座室（松戸ビルデング∠F階）　定

員先着10 人

圃5 月26 日㈹午前9時から、電話で松戸ＩＴボランティア

の会容36 ワー8889 へ
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
博 物 館 （21 世紀の森と広場内） Q384-8181

期　　間 内　　　容

5/15(E])まで

館 蔵 考 古資 料 展｢ 松 戸 発 掘 物 語｣

内 容 小 野 遺 跡 ・稔 台 遺 跡 な ど 、最 近 報 告 書 が 刊 行 さ れ た 市 内 の 遺

跡 から の 出 土 品 を 初 公開　 会 場 企 画 展 示 室　 観 覧 無 料

※ 展示 ス ポ ッ ト 解 説　5/25( 日)｢ 中 芝 遺 跡･ 立 出 し 遺 跡｣ 、6/1( 日)

｢小 野 遺 跡｣ 、各 日 午後2 時30 分 ～

5/1(1日卜22( 日)午 後IE 持

15 分･3 時 巧 分 か ら

7土 ・日曜 日 、祝 日 は

ｙ前11 時 か ら も) 上

映

ハ イ ビ ジ ョ ン 映 像 「 国 宝 探 訪　 神 の 住 む大 社 ～ 出 雲 大 社 本殿 」《上 映

時 間29 分》　 会 場 講 堂　 観 覧 無 料

ﾜ 月 「未 来 へ の 教 室 ド ン ・ チ ミ ン １　 恐 竜 絶 滅 に 学 ぶこ と 」《上 映 時

間45 分》

586/21 仕）は 講 演 会 開 催 の た め 、午 後1B#15 分 から の 上 映 は 中 止 。

※ 最 新 の ハ イビ ジ ョ ン 機 器 で､ ク リ アな 画 像 と 迫 力 の 大 画 面 を お 楽 し

み く だ さ い

5/21 出 午 後1 時30 分

く3 時

連 続 講 座 「 展示 で み る 松 戸 の歴 史 」（市 立 博 物 館 ・友 の 会 共 催 ）

内 容 講 師 と 常 設 展 示 を 見 学 し 、 解 説 ・講 演 を 聴 く シ リ ー ズ 第2 回

「 縄 文 人 の く ら し 」　 講 師 市 立 博 物 館 学 芸 茴　 会 場 講 堂　 定 員80 人

（当 日先 着 順 ）　 費 用200 円 （友 の 会 会 員 は 無 料 ）

シル ク ロ ー ド ・コ レ ク シ ョ ン 公 開 資 料 浮 彫 仏 伝 図｢ 火 神 堂 内 毒 龍 調 伏｣( パ キ ス タ ン 出 土)

工戸 時 代 旅 装 束試 着 体 験 ‥･毎 月 第1 日曜 日 午 後1 時 で 時 べ8時 ・4 時 か ら 咎 回 男 女 各1 人

回電 話 で市 立 博 物 館 試 着 体 験 係 登384-82ﾜ2 へ

木館 日 …月 曜 日( 祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ＞ 毎 月 第4 金 曜 日 ・年 末 年始(12/28 ～1/4)

豪資 料 の防 虫 防 塵 の た め 薫 蒸作 業 を 行 い ま す の で6/23i 月)～30 拜は 臨 時 休 館 し ま す 。

翊館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時( 入 館 は 午 後4 時30 分 ま で)　 常 設 展 観 覧 料 … 一 般300

^(240 円) 、高 一大 学 生150 円(100 円) ノ｣ い 中 学 生100 円(60 円) 〔(　　) 内 は 団 体 料 金 ／

?○人 以 上]

ｉ 毎 凋 十曜 日は 小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

ｶﾞｲ ﾄﾞﾂｱｰ( 常 設 展 示 解 説) …毎 日 午 前10 時 ・午 後2 時 か ら30 分 圉( 参 加 者は 観 覧 料 か 必要

です)

ｉ 来 館 者 専 用 の 駐 車 場 は あ り ま せ ん 。 21 世 紀の 森 と 広 場 の 有 料 駐車 場 を ご 利 用 く ださ い 。

21 世紀の森と広場パークセンター 公345-8900

行 事 名 日　時 ’講　 師　 等 定員/費用 申し込み

園 芸 教 室 （庭 木 の

さし 木 ・ さ し 芽 ）

6/14: 土)午 後1 時30 分～

3 時

講 師 み ど り の 相 談

員 ・青 島 尚 祐 氏

先 着30 人

費 用 無 料

電 話 で パ ー ク セ

ン タ ー へ

昆虫 ウ オ ツチ ン グ
6/29(1日杵 前10 時 ～11

時30 分 〔雨天 中 止 〕

自 然 解 説 員 ・馬 場

友 希 氏

先 着25 人

費 用 無 料

当 日 パ ー ク セ ン

タ ー で

ｷ目談 … 毎 週 水 ・土 ・日 曜 日 と 祝 日 の 午 前10 時 ～ 正 午 と 午 後1[ 防～3 時30 分 、み ど り の 相

談 員 に よ る 花 や 緑 に 関 す る 相 談 を 行 っ て い ま す( 電 話 で も 受 け 付 け ま す) 。

休 館 日 … 月 曜 日( 祝 日 の 場 合 は 開 館 し､ 翌 日 休 館)

開 館 時 間 … 午 前9 時 ～ 午 後4 時30 分

※ バ ー ベ キ ュ ーの 申 し 込 み は ア ウ ト ド ア セ ン タ ー 登385 ―1815 ま た は0384 ―2234 へ

市民会館 25368-1237

期　日 内　　容（★は有料） 脛澗惆 問い合わせ先

6/ 1( 日)松戸市合唱交歓会 13 二00松戸市合唱連盟事務局　R384 ―60ﾜ9

耿 家庭教育学級合同開級式 10:00 公民館　　　　　　　　登368-1214

7圉

伊 藤 頂一 郎VS 光 元 和 憲 ２人 のフ リ

ー ト ー ク セ ッ シ ョ ン 「 ひ き こ も る

人 、支 え る 人 ］　　　　　　　 ★

13:00 土曜会　ビオラエ房　　o331 ―6018

14 仕）松 の 実 コ ーラ ス 第8 回 定 期 演 奏 会 16:00 松の実コーラス　　　　o366 ―00口
22( 日)芸能発表会 10:00 馬 橋芸 能 連 合 会　　　　 公3 ∠12-9839

29( 日)第 ∠L6回 千 葉 県 母 親 大 会　　　 ★ 9:40 松戸市母親連絡会　　　S388-8636

休館日…月曜日碍?日の場合は開館し　翌日休館）

文化ホールギャラリー 0367-7810

会　期 内　　容 問い合わせ先
5/ 28 休卜6/6R 第23 回 松 戸 東 葛 地 区 高 校 美 術 展 市 立 松 戸 高 校 ・市 原　　Q385-3201

6/10 ㈹～22 斜
松戸 市 制 施 行60 周 年 記 念　 第38

回 松 戸 市 美 術 展
社 会 教 育 課　　　　　　R366 ―ﾜ462

6/ 25㈹～29(日)第38回松戸市書道連盟展 松 戸 市 書 道 連 盟 慥 口藤　s362 ―4261

開 館 時 間 … 午 作T O 時 ～ 午 後ら時　 休 館 日 … 月 曜 日

人 口 と 世 帯 （5 月１日 現 在 ）

人 口　471,709 人　　 〔十　1,481 〕

男　236,999 人　　 〔十　　713 〕

女　234,710 人　　 〔十　　768 〕

世帯　190,810 世 帯　 〔十　1,157 〕

森のホール21

松戸市の市外局番は047です

期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

6/ 1( 日)
松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ ー 第16 回 定 期 演 奏

会　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★
13:30

松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ ー

o090 ―96ﾜ1-9390

7(が あ な た は 何処 で 看 取 ら れ た い で す か　 ★ 13:00
松 戸 在宅 ヶ ア 学 習 会 あ お ぞ

ら 診 療 所　a  308-3008

8(日)
AKINA　NAKAMORI　 コ ン サ ー ト ツ ア ー

2003　　　　 （森 の ホ ール21 は 完 売 ） ★
18:00

ヶ イ ポ イン ト

昔 ○∠18―881  ―2200

12團 氷 川 き よ し コン サ ー ト2003　 （完 売 ） ★
鍋:00
18:30

(株ハ ル ワ ール ドミ ュージ ツク

a  03-3222-ﾜ801

14出 由紀さおリ・安田祥子童謡コンサート ★ 18:00 RO-ON　a  365-9911

29(日)
よ こ すか ウ イン ド ア ン サ ン ブ ル サ マ ー コ ン

サ ー ト2003
14:00

よ こ す か ウ イ ン ド ア ン サン

ブ ル　a09C 卜24ﾜ8-39ﾜ0

小

ホ

ー

ル

6/ 1 日
第19 回 ト ライ アン グ ル ・アマ ービ レピ ア ノ

発 表会
16:00

ト ラ イアン グ ル･ アマ ービレ

≫  392-333ﾜ

7圉 来 生 た かお ド.J オ ラ イ ブ　　　　　　　 ★ 18:00
ち け っとば － と

Q  03-335 ワー9999

8(日)
松 戸 市 民 劇団 創 立25 周 年 記 念 前 夜 祭

こ こ に 泉あ リ ～ 松 戸 の 音 楽 の 夜 明 ～　 ★
纐:00 松戸市民劇団

a  389-4646

12困 松戸「狂言の夕べ」　　　　　　　　 ★ 18:30 RO-ON　0365-9911

14圉
ク ラ シ ッ ク バレ エ　 コ ッ ペ リ ア 第3 回 発 表

会
1ﾜ:00
上野真由美
a  04―ﾜ155-1540

15 ⑤ピアノ発表会 11 :00亀畸久美子 ≪  345-2689

28圉 は せ みつ こ2003 こ と ば あ そ び ら い ぶ　 ★ 1∠1二30
社 会 福 祉 法 人 竹 友 会 子 す ず

め 保育 園　g38 ツー98ﾜ4

休館日…月曜日（ﾈ兄已の場合は開館し、翌日休館）

駐車場は大変混雑します。電車・バスをご利用＜ださい。

市民劇場 Q368-0070

期　日 内　　容（★は有料） 開測順 問い合わせ先

6/ 1(日)倫 理 文 化 講 演 会　　　　 ★ 14二00
㈹ｲ眞理 研 究 所 市 川 支 所 松 戸 ブ ロ ッ ク

Q389-5580

3㈲ 健 康 カ ラ オケ コン テ ス ト 18:00 健 康 カ ラ オ ケ 普 及 会　　　a3 ∠囗-3623

8(日)う たう 生涯 学習 成 果発 表会 10:00 西歌謡サークル　　　　　 公386-1056

11困 朗 読 フ ァン タ ジ ー　　　 ★ 13:30 朗読グループ紫陽花　　　0367-0152

21圉ピアノ発表会 13:00 笹田圭子　　　　　　　　　Q364-1424

28(士)

市 制 施 行60 周 年 記 念 事 業

男 女 共 同 参 画 週 園 記 念 講 演

会 「21 世 紀 の 男 性 の 生 き 方 、

女 性 の 生 き 方 」（ ※申 込 制 ）

13:30 女性センター　　　　　　0364-8 刀8

29(E4)
松 戸 剣 詩 舞 連 合 会 東 葛 剣 詩 舞

連 合 会 合 同 発 表 会
10:30 松戸剣詩舞連合会　　　S344 一5610

休館日…月曜日(祝日の場合は開館し、翌日休館)
※駐車場はありません。

戸定歴史館 登362-2050

期　日 内　　　　容

7/6(0まで

徳 川 写 真 館part5 徳 川 昭 武 と 旅

膨 大 な 数 の 松 戸 徳 川 家 伝 来 写 真 を 順 次 公 開し てい る 「 徳 川 写 真 館 」。今

回 は 多 彩 な 写 真 の 他 に 、徳 川 昭 武 と 旅 を テ ー マ と し た コ ー ナ ー 展 示 も 行

い ま す 。 彼 は 、カ メ ラを 持 参 し て 各 地 へ と 出 か け て い ま す 。 撮 影 さ れ た

写 真 と 日 記 に よ っ て 、昭 武 が 経 験 し た旅 の 様 相 を 探 り ま す。

休 館 日 … 月曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館し 、翌 日 休 館 ）　 開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時

（入 館 は 午 後 八時30 分 ま で ）　 入 館 料 … 戸 定 邸 ・ 歴 史 館 共 通 入 館 券 一 般240 円（200 円 ）、

高 ・大 学 生 掲O 円（ 捏O 円 ）バ」卜 中 学 生80 円 （60 円 ） 個 別 入 場 券 一 般 拓 〇円 （120 円 ）、

瘋 ・大 学 生100 円 （80 円 ）、小 ・中 学 生50 円（40 円 ）〔（　 ）内 は 団 体 料 金/20 人 以 上 〕

※毎 週 土 曜 日 は 小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す。

松戸駅市民ギャラリー 教）社会教育課昔366-7462

期間 6/5W まで 6/6窗～21㈹ 6/22(:日卜7/3W

東
むつ み 会 絵 画 展

固 鈴 木O386-2802

ヴ ォ ー ゲ 編 物 教室 作 品 発 表 会

罰 本 間o364 ―ﾜOﾜ5
松戸 市 制 施 行60 周 年 記 念　 第

38 回 松戸 市 美 術 展 覧 会 受 賞 者

作 品 展

圈 社 会 教 育 課o366 ―ﾜ462
西

第1[口]ト ー ル ペ イ ン ト

と 手 芸 展

膸 小 原0368-4243

彩 版 画 グ ル ープ 展

膕 安 蒜ft  365-9821

お気軽にご相談＜ださい ６月の相談あんない○ ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 黷

市政･ 一般民事
月～金曜日

午前8時30分~午後5時
市民相談課

市
民
相
談

課

登
366
・
７

３
１
９

１

一
般

民

事

相

談
＝

金

銭

・
身

の
上

・

相

続

・
離

婚

等
家

庭
問

題

の
相

談

交通事故 午 前9 時 ～ 午後5 時

法律相談
(予約制)

月･火･ 木曜日 午後1 時～5 時

市

役

所
相

談

コー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2 金曜日 午後1 時～5 時

登記相談 第3 金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時～5 時

外国人相談 第2･ 第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10 時～午 後4 時
住宅課

ﾏﾝｼｮﾝ 管理相談 第1水曜日 午前9時～正午

労働相談 第い 第3月曜日 午後1 時～5 時 商 工 観光

課 労政 係
※内職相談 は東葛飾支庁商工労政課(3361  -4089) で行ってい ます。

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

す く す く さぽ － と21

Q367-4646

ＣＭＳ子 育 て 支 援 セン

タ ー　S394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムS308-5880

家庭児童相談 月～金曜日 午 前9 時 ～ 午 後5 時 児童福祉課内

Q366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午 前9 時 ～ 午 後5 時

◆テレホン案内サービス　Q366-0010

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当

直医､ 夜間急病診療所､ 休日土B聖日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後4 時30分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９㈲

◆夜間急病診療所　　　　 登368-3756
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所c365-3430

衛生会館内　午後8 ㈲～11 時

Q384-5050

衛
生
会
館
所
在
・：

竹
ヶ

花
四
五
の
五
三

救急医療体制

※平成12 年度国勢調査の確定値を基準として
集計した常住人口です。

Ｏ

内
は
前
月
比

※住宅課Q366-7366 、商工観光課Q366-7327

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 臘

就学相談( 予約制)

月～金曜日
午 前8 時30 分 ～

午 後5 時

教育研 究所( 予約専用)

0366-7600教育相談( 予約制)

青 少年 相談

(電 話) 月～金曜日(祝

・休日を除く)

午前8時30 分～
午後4時30 分

こども課

S  363―7867

青 少年 相談

（来所）〔予約制〕
午前8時30分～

午後5時

こども課

Q366-7464

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～

午後3時

献 所檣ｺｰﾅｰ 千

葉
地

方
法

務

局

松
戸

支

局

市
民
相

談
課

容
366

７
３
１

９

2(月) 馬橋支所

3(火) 六 実支所

3(火) 小金支所

4(水) 常盤平支所

4(水) 新松戸市民センター

5沐） 小金原市民センター

※人権相談は千葉地方 法務局松戸支局(O  363 -6278) でも行っています。

心配ごと相談 毎週火・木曜日
午前10時～

午後3時

社劍昌祉協議会

Q365 ―4713

高年齢者無料職業

紹介所(65歳以上)

月～金曜日（祝

・休日を除く）

午前9時~午後5時

(正午~㈲剔時を除く)

社会福祉協議会

S  365―4712

ゆう まつ ど

こ こ ろ の 相談

(予 約制)

第1～第4月曜日 午 前10時～

午後4時
女性センター

(相談室直通)

0363 ―0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

消費生活相談 月～金曜日
午前8時30分～

午後4時

消費生活センター

S365-6565

高年齢者職業相談
月～金 曜 日（第3

木 曜日 を除 く）
午前9 時～午後5 時

高年 齢者職業 相談室

Q368-5656


